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米国カーネギーメロン大学で博士号を習得。
ゼネラルモータース人工知能認知システム
グループ、スイス連邦工科大学研究員を経
て、現在米国オートデスクForge AECマ
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本セッションでは、当社の既存または新規の製品やサービスについて計画中、または今後の開発について述べる内容が含まれていま

す。これらのステートメントは製品、サービス、または機能の将来の利用可能性について約束や保証を意図するものではありません。

私たちに現時点で知らされている要因に基づいて、単に現在の計画を反映するものです。これらの計画的および今後の開発努力は、

予告なしに変更されることがあります。購入に関する決定は、これらのステートメントに依存することがないようにお願い申し上げ

ます。このレコーディングは2021年8月に行われており、発生した事象またはそれらが作成された日以降に変更される状況を反映し

ているため、将来予想される変更に関して記述を更新する義務はないものとします。このプレゼンテーションが同日以降にレビュー

された場合、ステートメントには最新の情報や正確な情報が含まれない可能性があります。

2021年8月

免責事項



Agenda

▪ Autodesk Construction Cloud (ACC)概要

▪ API ステータスとアップデート

▪ Takeoff API

▪ プロパティのインデックス (Property Indexing) v2 API

▪ リレーションシップ (Relationships) API

▪ 今後の予定



Autodesk Construction Cloud
概要



INSIGHTS

ADMINISTRATION



製品/サブスクリプション＆モジュール



BIM 360 ＆ ACC API
ステータスとアップデート



API アクセス

▪ BIM 360と同様

▪ アカウント管理>> BIM 360管理 >>設定

▪ カスタム統合タブは、すべてのアカウントで
アクティブ



API タイプの選択

使用するAPIとプロダクト プロキシ・ＡＰＩタイプ

BIM 360 BIM 360 API

BIM 360/ACC
互換性のあるAPIのみを使用

BIM 360 API

BIM 360/ACC.
すべてのAPIを使用

BIM 360 API
& ACC API

ACC
ACC固有のAPIのみを使用

ACC API 



API の変更点

変更点

▪ 指摘事項 (Issues)

▪ 管理 (Admin)

▪ チェックリスト (checklist)

部分的な変更

▪ Docs 固有の API: 
単一ページのpdf, プラン/シート, 
権限.

▪ 情報提供依頼(RFI) :添付/参照なし

変更なし

▪ コスト管理(Cost)

▪ アセット管理(Assets)

▪ データコネクタ

▪ モデルコーディネーション

*) ベースurlに /bim360/の代わりに /construction/
を提供するものもあります



モジュール別



ドキュメント管理

▪ Data Management API + Docs 固有の API 

▪ 機能の変更

▪ ACC「プラン」フォルダの削除

▪ シングルページpdf（pdfエクスポート）

▪ ACC “現場向け” フォルダ

▪ 権限

▪ カスタム属性動作変更
2021年3月23日以降のプロジェクト (API TBD)

▪ GET projects >> data[n].attributes.extension.data.
projectType = “ACC” | “BIM360”

▪ CreateFolderコマンドは非推奨（～2022年1月）。
代わりにPOST projects/folders を使用してください。



デザインコラボレーション

*1) 3D DWG’s, RevitからのIFC、ArchiCAD 、Tekla

▪ 機能の強化

▪ DWG サポート

▪ 変更分析 (rvt, dwg, ifc)*1

▪ Pro: RCW, C3D, P3D

▪ API

▪ 変更なし

▪ 変更表示 - Indexing API (TBD) 

▪ 関連事項

▪ Revit 2022 API –クラウドモデルの初期設定



モデルコーディネーション

▪ 機能の強化

▪ IFC サポートの強化

▪ rvt, dwg, ifc

▪ API

▪ 互換性有り

▪ v1 indexing –オンデマンド. 
i.e., 60日以降でもアクセス可能

▪ Indexing v2 API (TBD)
すべてのACC統合製品で使用可能



Takeoff
New!

▪ 2D、3Dでの定量化。 ACCのみ

▪ API

▪ 初期リリース –目録(inventory) データ
のRead近い将来公開予定

▪ その後の予定-書き込みとプロジェクト設定
(例：分類 )

▪ Form Cluster ツール
viewer.loadExtension("Autodesk.VisualClusters")



Build

▪ アセット(Assets) API (ベータ2021年2月) 

▪ 互換性あり

▪ ステータスセット、カスタム属性作成のた
めの追加のクエリパラメータ(TBD) 

▪ エラーコード(TBD)

▪ 情報提供依頼 (RFI) API

▪ 互換性あり。添付、参照機能を除く

どちらもACC APIタイプを用いる/construction/
エンドポイントを提供。バックエンドは同じ。



Build

▪ チェックリスト(Checklists) – BIM 360 

▪ 読み込み API 

▪ 互換性なし. 

▪ フォーム(Forms) – ACC 

▪ 読み込み API (2021年３月) 

▪ pdf & web フォーム、チェックリスト

▪ GET form-template

▪ GET forms

▪ 写真(Photos) – ACC

▪ 読み込み API (2021年６月) 

▪ POST photos:filter

▪ GET photos/:photoId



コスト管理

▪ カスタマイズ機能を含む多くの機能拡張

▪ API

▪ オフィシャルにリリース

▪ 互換性あり

▪ リクエストを歓迎



Insight

▪ Data Connector API

▪ パブリックベータ 2021年1月

▪ API 自体は互換性あり

▪ データの種類は異なる場合あり

▪ JSONのスキーマ (TBD) 

▪ プロジェクトレベル (TBD) 

▪ Tip: Executive Overview 権限



アカウント・プロジェクト管理

▪ API

▪ 部分的に互換性あり

▪ 例：ACCプロジェクトの作成不可

▪ アカウントのタイプを区別する方法なし

▪ 優先度の高いエリア



指摘事項(Issues) 

▪ 共有サービス

▪ Docs, Build, Design Collaboration, 
Model Coordination, Revit, Navisworks 

▪ API 

▪ 互換性なし

▪ 優先度の高いエリア



共有サービス

▪ 位置(Locations)

▪ 読み込み API (July, 2021年７月)

▪ 書き込み（TBD)

▪ リレーションシップ(Relationships) API 

▪ 書き込み API (2021年８月)

▪ 参照関係を定義

▪ BIM 360 & ACC. コンテキストは異な
る場合あり

▪ インデックス (Indexing) API (TBD) 

▪ プロパティインデックス(indexing)v2

▪ Diff バージョン



リリースノート

▪ https://blogs.autodesk.com/bim360-release-notes/2021/

▪ https://help.autodesk.com/view/DOCS/ENU/

DOCS | COLLAB | COORD | TAKEOFF | BUILD

▪ API ブログ: forge.autodesk.com/blog

▪ New endpoint: get locations in BIM 360/ACC

▪ Autodesk Build Photos API

▪ Custom attributes projects created before and after March 23, 2021

▪ First Autodesk Construction Cloud (ACC) specific API - Forms API

▪ BIM 360 Assets API - public beta is here

▪ BIM 360 Data Connector API - available as public beta

▪ 前回のアップデートのレコーディング

▪ DevDays Online: Autodesk Construction Cloud and API Updates. 
(2021年３月). Data Connector, Assets & Relationships APIを含む

https://blogs.autodesk.com/bim360-release-notes/2021/
https://help.autodesk.com/view/DOCS/ENU/
https://forge.autodesk.com/blog/new-endpoint-get-locations-bim-360acc
https://forge.autodesk.com/blog/autodesk-build-photos-api
https://forge.autodesk.com/blog/custom-attributes-projects-created-and-after-march-23-2021
https://forge.autodesk.com/blog/first-autodesk-construction-cloud-acc-specific-api-forms-api
https://forge.autodesk.com/blog/bim-360-assets-api-public-beta-here
https://forge.autodesk.com/blog/bim-360-data-connector-api-available-public-beta
https://www.youtube.com/watch?v=ABdGtiNQOXw


Takeoff API



Takeoff API

▪ 初期リリース –レビュー中

▪ 商品目録(inventory)データ読み込み

▪ パッケージ (Packages)

▪ Takeoff タイプ

▪ Takeoff アイテム

▪ 測定システム

▪ コンテンツビュー（モデル/シート）

▪ その後のリリース

▪ 書き込み、プロジェクトの設定（分類など）



サンプルアプリケーション



CSVエクスポート

機能：Takeoffモジュールの目録データをカス
タムWebページに、さらにcsvにエクスポート
します。このサンプルは、Takeoff APIを使用
した基本的な読み取りアクセスを示すものです。

ソースコード: GitHub サンプル (TBD) 

Author: João Martins, Autodesk





ビュアー & コスト管理との統合

機能：Takeoffモジュールから数量データを抽
出し、コストモジュールの予算にインポートし
ます。また、設計モデルのどこから数量データ
が取得されているかもビューア上で示します。

ソースコード: GitHub サンプル (TBD) 

作者: Zhong Wu, Autodesk





Takeoff APIデベロッパリソース

準備中

▪ ドキュメンテーション

▪ GitHubのコードサンプル

▪ Postman コレクション



インデックス(Indexing) API



▪ Derivative Servicesを基に, BIMモデルの分析のためにプロパティデータを拡張

▪ Index -プロパティ検索

▪ “Diff” - 2つのバージョンを比較

▪ 使用事例

▪ デザインコラボレーションにおける変更分析

▪ 干渉分析 (可能性 TBD) 

▪ 検索/クエリの詳細な制御を提供
(SQL AST/バイナリ表現)

▪ BIM 360とACCのモデルで動作。有効期限を長く設定

▪ 近日公開！

*) 用語は変更される可能性があります

プロパティのインデックス(Indexing) v2 API



サンプルアプリケーション



2つのバージョンを比較

機能：モデルの2つのバージョンを比較し、
違いをForge Viewer上で視覚化します。形状
とプロパティの違いを抽出します。要素は、
追加、削除、変更に分類されます。

ソースコード: GitHub サンプル (TBD) 

作者: Xiaodong Liang, Autodesk





要素のフィルタとモデルの部分ロード

機能：要素をプロパティでフィルタリングしま
す。プロパティは、長さや高さなどの幾何学的
な情報も含みます。フィルタ条件はバイナリ形
式で表現され、AND / ORで組み合わせること
ができます。結果はForgeビューアで視覚化さ
れます。

ソースコード: GitHub サンプル (TBD) 

作者: Xiaodong Liang, Autodesk





インデックス(Indexing) APIデベロッパリソース

作業中… 

▪ ドキュメンテーション

▪ GitHubのコードサンプル

▪ Postman コレクション



リレーションシップ
(Relationships) API



リレーションシップ (Relationships) API

Issues

Assets

Document 

Management
Model 

Coordination

▪ 異なる機能コンポーネント（ドメイン）に存在するアイテム（エンティティ）間の参照/リ
ンクを実装

▪ BIM 360およびACCで様々なモジュール間で使用: 例, 

▪ モデルコーディネーション, アセット, フォーム, 写真, コスト

▪ 古い実装では使用されていない可能性があります

▪ 読み込み & 書き込み

▪ すでに公開済み



リレーションシップ (Relationships) API
Example



リレーションシップ (Relationships) API –追加

カテゴリ エンドポイント

Utilities
POST relationships:writable

Modify

PUT relationships

POST relationships:delete



リレーションシップ (Relationships) API –追加

▪ 作成/削除が可能な互換性のあるエン
ティティタイプを取得

▪ サポートされているドメイン/エンティ
ティタイプ:

▪ アセット/アセットカテゴリ

▪ ドキュメント/ファイルlineage/version

▪ 指摘事項（Issue）

▪ フォーム/フォームフィールド/フォーム
テンプレート

▪ 写真

▪ サポートされていないタイプ –回避策が提供
されている場合あり。例, アセット API

▪ 今後さらに適応される予定

カテゴリ エンドポイント

Utilities
POST relationships:writable

Modify

PUT relationships

POST relationships:delete



リレーションシップ (Relationships) API –追加

▪ 2つのエンティティ間にリレーション
シップを作成

▪ 双方のエンティティは書き込み可能

▪ エンティティが存在する必要あり

▪ 両方のエンティティへの書き込みア
クセス権が必要

▪ 特定のリレーションシップを削除

▪ “ソフト” 削除

▪ 両方のエンティティへの書き込みア
クセス権が必要

カテゴリ エンドポイント

Utilities
POST relationships:writable

Modify

PUT relationships

POST relationships:delete



リレーションシップ(Relationships) API デベロッパリソース

ドキュメンテーション



One more …
インテグレーションサンプル



アセット(Assets) & Data Visualization 

機能：「モデルビューアでアセットを表示す
る」サンプルの拡張。新しいData
Visualization Extension、別名Hyperionを利
用します。センサーデータの保存場所とモデ
ル要素との関連付けに、センサー情報をカス
タム属性として機器に添付します。

ソースコード: GitHub サンプル(TBD) 

作者: Eason Kang, Autodesk





今後の予定



今後の予定

Docs

▪セット(Sets)

▪レビュー(Review)

▪カスタム属性

▪ ISO 19650 ファイル名基準

Build 

▪ギャップを埋める: チェックリス

ト, 情報提供依頼 (RFI), 指摘事項, 

位置(Location)

▪フォーム、写真、シート

▪アセット：リクエストWelcome!

Cost

▪フィードバックに基づく優

先順位付け

▪リクエストWelcome!

Takeoff 

▪初回リリース！

▪Write API はそのあと

Insight

▪Data Connector API

▪プロジェクトレベル

▪ JSON形式

Admin

▪ Docs以外のサービスへのユー

ザーの追加

▪アクティビティ

▪テンプレートからプロジェクト

を作成



今後の予定

▪ “Forge Roadmap” AU クラス, by Jim Quanci, Cyrille Fauvel and Jim Gray

Model Coordination

▪
インデックス作成–近日公開

▪
アラインメント、アグリゲーション、2LO、

webhooks

Design Collaboration

▪設定へのアクセス

▪リクエストwelcome



まとめ

▪ Autodesk Construction Cloud 概要

▪ API ステータスとアップデート

▪ Takeoff API

▪ プロパティのインデックス (Property Indexing) v2 API

▪ リレーションシップ (Relationships) API

▪ 今後の予定



Forge リソース

▪ Forge ポータル -ドキュメント、チュートリアル、リファレンス
http://forge.autodesk.com

▪ チュートリアル-利用可能言語：Nodejs, .NET, Java, PHP, Go
http://learnforge.autodesk.io

▪ Doctor is in – Forgeのエキスパートとの１－１ミーティング
http://calendly.com/autodeskforge

▪ アクセラレータ – 最初のプロジェクトをスピーディーに立ち上げましょう
http://forge.autodesk.com/accelerator-program

http://forge.autodesk.com/
http://learnforge.autodesk.io/
http://calendly.com/autodeskforge
http://forge.autodesk.com/accelerator-program


Forge at Autodesk University 
2021

短編テクニカル概要

Forge ライトニングトーク

Forge APIのあゆみ

Forge ドキュメンタリー

受賞アプリを見てみる

Forge ハッカソンショーケース

今後の予定

Forge ロードマップクラス



Thank you!

@autodeskforge  @mikako_harada
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